










































































































explicatioにおいて applicatioを，反対に applicatioにおいて explicatioをなしつつなされる「考
察の道半ばのところ〔省察という中間〕」，これがアイヒホルツの，また最初の説教黙想集
に結集した人びとの共通した説教黙想の課題理解です。釈義の段階で適用が問題であり，
適用においても釈義が問題なのです。「真剣にテキストに取り組む者は思想の貧困を嘆く
ことはない」（ボンヘッファー）は私の座右の一句です。
まとめ ─ ディスカッションのために
1.　教会観を巡って ─ 今日の日本の教会がますます内向きになり，かつ教条的にな
りつつあるような感じがして危惧しています。キリストの王的支配とか，世のための教会
とか先人の切り開いた神学的な線と方向を改めて学ぶ必要があると思います。総じて二元
論的思考の克服が依然として日本の教会の一つの課題であるように思いますが，どうで
しょうか。
2.　伝道を巡って ─ ここにも救われた人と救われていない人等々の過剰な二元論が
今日見られます。証人としてのキリスト者，証しとしての伝道のもつ真理契機をもう少し
大切にしたいのです。たとえば「われわれの先達はたんに教会のために伝道したのではな
い，われわれの国の救いのために伝道した，キリストの福音なくして世界の救いはないと
確信した」（加藤常昭，宣教 150年記念式典講演）というような言葉をどう聞き，どう理
解すべきでしょうか。
3.　説教を巡って ─ 説教をするより聞く機会の多い私自身の現状の中で，「説明」の
説教が多いような気がします。その上聖書的根拠はどこだろうというような不明確な神学
的認識が入り込んできている場合も少なくありません。ともかくもっともっと時間をかけ
て説教に打ち込むこと，これが，教会の牧師にも，キリスト教教育の場に遣わされている
われわれにも求められていると痛感しています。
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